「開」「示」「悟」「入」の教育思想とその実践化 by 梶田 叡一
1「開」「示」「悟」「入」の教育思想とその実践化
Educational thought “Kai(0pen), Ji(Teach), Go(Make Comprehend), Nyuu(Make 
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Abstract：Educational thought “Kai(0pen),  Ji(Teach), Go(Make Comprehend), Nyuu(Make 
Acquire)” is based from a Buddhist old sutra “Hokekyo”. However it is very important idea to the 
modern educational practices. Some examples of educational ojectives analysis and teaching plans 
based on that thought are presented.
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　｢開｣ ｢示｣「悟｣ ｢入｣ とは，教育指導していく際の（教
える側からの）基本的４段階のことである。伝統芸能
の習得の際などに強調されてきた（学ぶ側からの）｢守













を深めることができ，またその中で ｢開｣ ｢示｣ ｢悟｣ ｢
入｣ の原理の大切さについて繰り返し考えてみる機会
にも恵まれた。しかしながら，当時の教育界において
は誰に話しても ｢開｣ ｢示｣ ｢悟｣ ｢入｣ に関心を持とう
としなかった，というのが実情である。有島重武との
































当部分は ｢示す｣「悟らしむ｣ ｢入らしめる｣ であって，
｢開く｣ は鳩摩羅什の独創であるという。








と，｢開｣ としての ｢評価｣ があり，｢示｣ ｢悟｣ として






























































































































































3表２.「開 ･示 ･悟 ･入」による目標分析へのステップ（1983.1.17 梶田先生の指導されたことの整理）
島根大学附属中学校研究部（1983.2.14）
表３.保育領域（中学校技術家庭科）での教育目標（島根大学附属中学校 1983）



























認　　  知　　  領　　  域 情　　  意　　  領　　  域 精  神  運  動  領  域




























































































































































































【｢開」「示 ｣「悟 ｣｢ 入 ｣の教育実践の展開例―体













































主　要　指　導　目　標 認  知  領  域 情  意  領  域



















































































育評価展望』［３］で，｢開｣ ｢示｣ ｢悟｣ ｢入｣ という教
育原理が重要であることを論じた後，実践的には特に
「悟｣ の段階の工夫が大切になるとして，小学校理科３










評価展望 II』の第４号（1987 年９月刊）は ｢開・示・悟・
入の教育｣ を特集している注 12。ここでは私自身の執筆
した ｢開・示・悟・入の教育｣ を冒頭に置き，｢開・示・




















【1990 年代以降の日本の教育界と ｢ 開 ｣｢ 示 ｣
｢ 悟 ｣｢ 入 ｣】
























































































































































際，｢開｣ ｢示｣ ｢悟｣ ｢入｣ の視点を入れ続けているこ
とも付言しておきたい。

























校では，2005 年前後から現在までの約 10 年間，少な
教　　　　　　　　　　　　　　  育　　　　　　　　　　　　　　  目　　　　　　　　　　　　　　  標
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［１］，教育評価研究協議会，1983 年 9 月，p4 ～ 8.




















育評価展望Ⅱ』第４号，1987 年９月，p114 ～ 123.
（注 14）太田昭宏『真っ向勝負―行動する政治家の素顔』













年）の p311 ～ 312 に図が掲げられているが，ここに
は左図のみを示す。なお，同巻の補注 p333 ～ 334，
解題 p386 に，創価大学教育学部の熊谷一乗と木全力
夫の両教授による若干の解説がある。
（注４）有島重武（アリシマシゲタケ 1924 ～ 2006）
は慶応大学卒の音楽家（作曲家 )，｢うたう万葉集」な
どの曲を残している。東京都選出の衆議院議員を 1967






育を―経済成長を超え人間成長へ』（1983 年 11 月：B
６版 350 頁）である。この本の総論部分の多くは筆者
が草稿を作成したものであり，全体の取り纏めに関し
ても筆者が大きく関わった。
（注６）例えば，日蓮の教えに基づくという「四仏知見」
的な説明を持ってくるならば，宗教的に他の立場に立
つ人には受け入れられ難い，ということも予想される。
ちなみに『仏教哲学大辞典（第３版）』創価学会（2000
年 11 月）が「四仏知見」について述べる（p755）と
ころを要約的に言えば，「開仏知見」とは南無妙法蓮華
経を信心を持って唱えればやがて仏知見（仏の智恵・
悟り）が開かれるということであり，「示仏知見」とは
信心を発して題目を唱えることによって，仏の悟りと
は南無妙法蓮華経であると示すということであり，「悟
仏知見」とは自分が現実にいる世界が霊山浄土である
ことを悟り，我が身がそのまま仏であり，即身成仏で
